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ははははてなをつなぐ ににににーズをつなぐ いいいいのちをつなぐ   

元気な学校づくり通信         第９号          神奈川県教育委員会 

 

はにい        蜘蛛の糸        平成24年７月19日 

 

 これが、 柳

やなぎ

渡

わたり

先生の普段の授業の様子です。教師と

生徒が一緒に読むことを楽しんでいる。 

今日は、４つのグループに分かれて対話しています。

中学３年生の国語。読んでいるのは芥川龍之介『蜘蛛の

糸』です。 

  

 ファシリテーター役の子が仕切っています。 

「それはどういう疑問？」 

「蜘蛛の糸が垂れてくるところでさあ、『蜘蛛の糸がまるで人目にかかるのを恐れるよう

に』ってあるでしょ。これ、なぜ恐れているの？ってことが疑問。」 

「ああそうか、糸が自分で恐れるわけないってことか。」 

 

 記録役の子が、どんどん太いペンで、テーブルいっぱい

の大きな紙にキーワードを書き込んでいきます。色の使い

分けも慣れたもの。根拠となる本文は緑で書く。 

 

 本文を何度も読み返す子どもたち。教師も対話に加わり

ます。 

――そもそも、この糸は御釈迦様が垂らしたんだよねえ。 

「そうか、御釈迦様はかんだただけを助けたかったんだよ。だから、人目を恐れる。」 

「え？でも、だったら、他の人がのぼってきたときに切ればよかったのに。」 

「ちょっと待って、この糸は、何かの比喩なんじゃない？」 

「比喩？」 

「糸が切れる場面で、『断れました』っていう漢字を使ってるじゃない。」 

「切れましたじゃないねえ。普通『切れました』だよね。」 

「あえて、この字を使ってる。」 

――なるほど！じゃあ、この『断』っていう字は普通はどういう言葉で使うか、ちょっと

ここに並べてみていいかな？言ってみて。 

 

 教師が夢中になってしまう対話。本文にこだわり、細部を追究し、物語の全体を行き来す

る読み。 

 このあと、クラス全体になり、今度は教師がファシリテーターをやってこの作品の本質に

迫っていきました。 

 

 あとから、学習後の生徒のまとめ文を送っていただきましたので、いくつか抜粋します。 
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・自分で考えているときは、「なぜ御釈迦様はかんだたを助けたかったのか」についてしか考えてい

なかったが、グループでやっていくうちに、文章ではなくて言葉について考えることができるように

なった。中でも「切る」ではなくて「断る」なのか、という疑問について話しているときは楽しかった。

自分一人だったら全く思いつかない言葉や表現が出てきて、授業ってこういうことなんだなあとあら

ためて思った。次は『羅生門』をシェアしたい！ 

・最初の部分と最後の文が同じ蓮の描写だったのでそこに注目していました。初めのうちは情景描

写だと思いました。その部分が、御釈迦様の何も変わらない、のんきな心情を表していると考えま

した。でも、グループやクラスで話していくうちに、擬人法を使っている、強調している文だということ

を知りました。そのことがわかると、糸の正体や『断れました』の理由などがわかってきました。 

・人のエゴは人を滅ぼす。とてもみにくいものだと作者は思い、書いたのではないかと思う。でも、誰

にでもこういう気持ちは少しはある。みにくい気持ちを誰でも持っている。だから、人に読まれ続け

ているのではないかと思った。この矛盾が人をひきつけて、考えさせるのではないだろうか。 

・人間のおろかな部分を、見る角度を変えて表現する芥川さんはすごいと思いました。「きれた」を

「断れた」とすることで「蜘蛛の糸」が「切れた」のではなく、蜘蛛の糸が意味する「御釈迦様の慈悲」

が断たれた。一つの文や一つの文字の違いで、作品のとらえ方が大きく変わってくることを学びま

した。 

・全体シェアを終えて、私には結果的に「蓮池の蓮」が話を作り出しているように思えた。私ははじ

め、この話は御釈迦様が作り出しているものであり、この話の表している意味も御釈迦様の考えで

あると思いました。でも、本当は、一部始終を見ているのは蓮池の蓮であり、蓮池の蓮はナレータ

ーのような存在で、この話を作り出しているのだと納得しました。 

・おしゃか様の慈悲（＝蜘蛛の糸）も人間のエゴ（＝かんだたのわめき）の前には無力であるというこ

とが、この短い話の中にテーマとして入っているのがすごい。深い。芥川さんはすごい。つながって

すっきりした。本文を離れないで対話できたからだと思う。 
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